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し
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封
建
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期
忽
お
い
て
商
事
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係
の
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磯
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の
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大
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常
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活
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産
を
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べ
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商
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化
し
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的
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業
が
商
赫
交
換
を
通
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て
さ
ら
に
著
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
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ご
の
商
品
生
産
と
市
場
取
引
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に
お
い
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卦
建
的
小
腸
會
の
閉
鎖
的
意
義
が
失
回
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の
自
由
ど
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憩
の
自
由
が
結
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つ
き
、
職
業
團
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的
統
制
か
ら
の
解
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と
職
業
撰
繹
の
自
由
を
要
求
す
お
よ
う
に
な
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つ
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ぎ
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沿
こ
の
よ
う
な
面
罵
経
済
の
嚢
畏
を
可
能
に
し
た
の
雄
、
國
家
の
政
治
体
制
の
分
園
制
か
ら
統
脚
ご
実
家
へ
の
爽
展
で
あ
っ
た
。
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、
王
構
の
確
立
が
続
一
國
家
と
し
て
σ
行
政
を
可
能
に
し
、
封
建
的
階
級
身
分
を
全
國
的
規
模
に
熱
い
て
再
編
成
す
る
こ
ど
と
な
っ
た
。
　
　
漉

　
　
℃
こ
に
庶
民
生
活
の
小
さ
く
閉
鎖
遷
れ
聡
芸
態
が
鰹
か
れ
で
、
全
隊
的
階
級
と
し
て
の
要
求
を
政
治
の
r
上
に
反
数
さ
せ
る
歴
代
が
現
み
れ

　
　
て
者
た
。
と
の
こ
と
ば
政
治
の
樹
で
は
肩
箱
民
椹
の
要
求
と
な
り
、
ま
た
國
島
湘
互
の
關
係
に
お
側
て
は
小
窓
會
に
お
け
る
身
分
的
特
殊

・
性
を
琴
て
、
人
聞
宅
て
繋
墨
書
塗
の
灘
關
係
を
碧
し
て
発
こ
義
塾
る
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↓
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．
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關
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駕
羅
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意
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し
て
糊
懸
れ
饗
堀
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の
藩
欄
係
考
い
て
雄
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つ
漢
の
個
礫
と
℃
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法
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債
権
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務
の
原
理
を
規
完
↓
、
嘱
的
所
有
の
潤
，

　
」
し
な
か
っ
た
，
ゆ

　
由
を
保
障
す
る
之
ど
で
足
ゆ
た
σ
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
代
民
法
典
は
「
ロ
γ
マ
私
法
を
根
聯
と
し
て
成
立
し
、
商
業
制
度
の
特
殊
准
四
達
に
，

，
訳
て
名
盤
星
聖
遷
か
ら
尊
し
イ
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膣
章
典
撃
て
警
世
め
る
こ
蟹
行
魂
途
で
あ
る
．
し
か
豪
瀦

度
に
鴬
て
穣
還
し
壬
裏
婁
婁
駕
蓋
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嶋
民
毒
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産
務
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壕
旧
記
世
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螺
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の
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急
↓
近
代
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覆
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フ
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読
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三
叉
叢
3
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さ
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之
の
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味
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．
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■
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落
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蕩
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蕾
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ゑ
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り
市
暴
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蟄
．
票
近
代
暴
の
暴
奪
身
な
、
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毎
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冬
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繧
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号
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現
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急
あ
ろ
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か
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憲
し
も
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．
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懲
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．
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㍉
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．
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姦
認
さ
れ
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國
量
権
と
し
℃
参
藩
が
確
々
れ
蕪
で
は
・

　
個
入
権
を
砂
鉱
酎
に
保
障
さ
れ
た
も
の
と
な
α
て
い
る
。
入
権
宣
言
は
、
私
法
0
原
理
で
あ
る
よ
り
も
蝿
ざ
ら
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い
て
國
法
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原
理
で
あ
る
。
．
こ
れ
を
貫
く
も
め
が
市
民
的
敵
會
の
法
原
理
と
し
て
の
個
人
法
思
想
な
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
か
ら
ず
れ
ば
就
會
法
の
封
立
、

　
す
る
法
秩
序
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り
個
回
忌
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と
い
わ
菰
回
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す
る
民
法
あ
る
い
は
私
法
が
そ
の
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を
な
し
て
詰
る
。

　
ご
σ
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市
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個
入
権
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國
家
0
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事
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潜
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に
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治
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法
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激
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事
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あ
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、
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立
が
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で
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る
。
‘
　
覧
　
　
　
　
　
《
．
　
　
　
　
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
寸
曳
　
漕
、
’
　
．
．
　
．
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
し
か
る
塩
會
楚
書
て
は
・
盟
蕎
饗
し
て
の
枇
禽
共
羅
携
立
業
ら
・
落
盤
膏
り
心
象
係
綻
禽
統
興
’

　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

「．

�
盾
ｦ
る
と
と
と
な
る
。
そ
の
黙
で
、
い
わ
ゆ
る
私
法
の
掻
餅
化
現
象
が
特
色
み
な
つ
で
く
る
ひ
で
あ
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。
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融
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係
に
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い
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を
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度
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開
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濟
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の
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三
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の

　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
’

　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
、
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殉
　
　
　
“
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就
會
法
思
想
は
個
人
法
思
想
に
封
ず
る
法
律
思
潮
と
し
て
展
欄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
法
律
理
論

　
　
　
　
　
的
な
蘂
が
碧
と
な
つ
至
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
審
慧
想
の
現
わ
れ
善
登
廃
つ
い
て
は
、
そ
れ
量
な
る
法
律
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
の
展
開
で
は
な
く
て
ギ
近
代
就
會
の
励
會
経
濟
的
南
岳
に
俘
う
怯
律
の
攣
化
を
欝
欝
と
し
た
實
誰
曲
考
察
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
る
刃
具
体
的
に
は
十
九
世
紀
申
越
以
後
の
激
會
立
法
の
雲
上
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
理
論
づ
け
る
思
想
が
成
熟
し
て
き
た
と
い
5
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
き
る
。
融
會
法
の
概
念
は
就
業
立
法
と
の
關
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
聴
器
法
思
想
が
實
定
法
上
に
そ
の

　
　
　
　
　
基
礎
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
就
會
法
の
寳
定
性
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
．
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
お
よ
そ
勉
會
立
法
と
い
う
言
葉
は
概
會
問
題
を
腱
発
す
る
た
め
の
立
法
、
ま
た
は
蔵
會
政
策
的
立
法
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
る
。
と
こ
ろ
で
薩
會
問
題
ま
た
は
溶
性
政
策
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
、
日
常
的
に
は
き
わ
め
て
漠
然
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
ζ
に
肚

　
　
　
　
　
會
立
法
と
い
う
用
語
も
正
確
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
σ
枇
會
問
題
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
就
會
立
法
と
・
の
關
連
で

　
　
　
　
　
と
れ
を
考
え
る
場
合
に
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
範
園
¢
匝
別
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
す
…
挾
い
方
の
範
圃
と
し
て
は
、
資
本
主
義
経
濟
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
に
お
い
て
勢
資
の
間
の
型
押
的
野
立
華
係
か
ち
生
じ
て
く
る
問
〕
題
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
弊
働
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
會
法
の
思
想
と
二
三
立
法
の
三
三
（
菊
池
）
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
臥
　
　
三
〇
五
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’

，
．
　
難
鍵
野
鍵
、
慧
鞠
が
叢
．
鮎
難
い
雪
馨
繋
紅
難
総
一
　
．
．
い
藝
難
轟
軸
欝
鞍
懸
騒
騒
8
獣
猶
r
緊
難
懸
∴
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ご

霧
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馬

も
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喰

・
　
　
　
　
法
敵
研
究
第
＋
七
巻
倉
併
號
　
，
　
　
い
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
「
竃
つ
六
㍉

読
に
關
響
て
い
譲
り
綻
會
生
塗
の
諸
問
題
姦
會
賑
の
範
署
す
る
癌
會
驚
砦
か
て
至
薦
肇
を
忠
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
t
れ
を
経
濟
藪
策
の
中
で
（
特
に
分
配
政
策
と
し
て
）
取
上
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
’
℃
の
よ
う
な
忌
中
で
励
會
立
法
を
特
色
づ
け
る
と
す

　
れ
ば
、
つ
藤
弱
勢
働
立
法
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
や
る
。
こ
れ
に
評
し
て
廣
い
範
園
の
枇
禽
問
題
を
考
え
れ
ば
、
お
ま
そ
就
即
下
係
に
お

　
い
て
磯
之
し
て
お
つ
馬
そ
れ
φ
解
決
に
つ
い
て
は
瓶
會
的
に
行
ぬ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
朋
題
一
般
を
詣
す
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
甲

　
勢
働
問
題
も
、
も
と
よ
グ
枇
禽
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
麿
會
問
題
の
野
心
と
な
惹
主
要
な
』
つ
と
払
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
・

ほ
か
に
も
軽
羅
書
る
病
理
的
現
象
と
名
つ
げ
ら
れ
る
諸
問
輝
す
な
わ
ち
警
、
難
生
、
理
化
な
ど
の
婁
と
馨
蕩
も
建
言

會
問
題
絡
躍
包
墨
書
の
で
あ
る
ぎ
の
騨
範
國
忙
黙
る
諸
懸
蜀
す
る
饗
を
考
え
叢
ら
ば
・
そ
乏
暴
働
禦

　
が
置
接
の
要
件
ど
な
う
て
い
な
い
。
共
通
の
要
素
は
む
し
ろ
そ
の
政
策
の
理
念
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
認
め
ち
れ
る
の
セ
あ
っ
て
♪
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
改
哀
を
国
的
と
す
み
こ
乏
が
そ
の
特
質
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
ぱ
狭
義
の
耐
會
政
策
と
異
な
っ
て
、
維
濟
政
策
の
申
で
は
な
ぐ
む
㌧
う
そ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ほ

め
外
に
も
髪
っ
て
形
嘗
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
選
審
的
叢
毒
念
羅
饗
膳
撃
っ
て
蓋
尺
、
融
會
哲
勾
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

る
い
経
豊
婁
慧
ず
る
も
の
で
脅
、
漱
塞
叢
叢
持
し
訴
電
の
で
あ
る
。
就
豊
肇
奮
謹
啓
い
籍
に
わ

　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
い
　
リ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

た
る
諸
立
法
の
馨
と
髪
考
え
る
な
ぢ
ば
、
俊
こ
に
麓
立
法
と
そ
れ
似
外
の
勲
會
立
法
と
が
蕩
趨
る
の
で
融
。
　
な
養
者
の

醤
が
審
妻
的
立
案
あ
董
と
凝
議
擢
、
勢
働
嶺
と
瓢
婁
業
立
誉
の
噺
も
て
考
え
葱
糸
で
瑳
。
、

”
遊
事
立
法
と
霧
蘂
妾
と
の
關
種
、
蕩
者
の
生
蕪
携
改
禦
、
馨
、
蘂
纏
と
欄
響
藁
蕎
て
ぐ
る
．
｝
走
も
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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、

、
、
野
べ

ノ

発
　
　
、

，
覧

」
、
跨
資
の
樹
立
的
利
害
關
係
を
調
整
す
る
組
燧
署
す
璽
の
　
　
　
　
．
幽
一

・．

�
A
．
蕎
瑳
の
保
穫
の
即
詰
的
干
渉
蒋
う
も
の
　
　
■
．
　
．
．
　
　
　

」
↓
一
、
虜
響
の
生
蕪
嚢
蓄
奮
に
す
る
難
褻
に
關
｛
巻
噛
．
．
ン
、
・
，
，
一
て

・
ご
れ
ら
σ
う
ち
（
山
）
の
諾
立
法
は
枇
會
融
業
と
蘭
罪
す
る
ヒ
と
登
わ
め
て
薄
ぐ
四
（
二
）
の
諸
立
法
は
玉
入
お
よ
び
年
少
者
の
保
護
、

生
獲
金
の
保
障
、
窒
お
よ
び
璽
の
愛
糞
践
．
霧
愚
答
い
て
妻
桜
堤
し
て
い
る
を
ろ
春
巻
て
惚
．
夷

．
欝
縢
を
前
提
と
し
て
い
る
黙
三
選
貧
を
封
象
ど
す
薩
聖
書
と
は
篠
に
婿
さ
れ
を
と
蕉
翁
最
後
の
．
一
三
）
．
の

蛍
窓
の
護
法
は
、
蕩
附
係
と
の
關
蓮
が
必
ず
し
論
讐
な
っ
て
鷺
な
強
で
、
冠
會
撰
か
ら
厩
で
叢
碧
の
毒
っ
て
．

て
ゑ
た
と
え
桂
構
題
は
毒
筆
の
た
め
の
蕩
か
ら
、
み
般
の
不
程
宅
嚢
の
改
提
ま
で
葵
掌
る
の
厘
団
七

・
は
託
ら
薔
煮
た
　
る
も
聖
な
っ
て
い
る
憾
た
災
篇
償
の
爆
も
葵
書
芸
璽
藁
務
上
の
馨
、
．
膜
病
、
死
旋
遡
．

で
行
薫
る
ば
か
急
な
べ
、
．
霧
盤
綴
接
蕩
令
葵
禦
の
家
桜
も
と
れ
雪
意
す
も
の
が
あ
り
．
、
言
董
三
三

．
全
盛
ギ
星
榛
障
制
度
に
も
饗
し
て
く
る
．
・
お
よ
う
な
喋
で
墨
差
が
答
保
瞼
謡
曲
保
落
し
て
葵
起
こ

．
蕎
三
図
審
三
図
拳
の
交
渉
す
霧
面
が
謬
ら
鷲
零
あ
る
。
．
・
一
　
二
．
一
、
．
・
．
則
・
．
・
，
9

　
　
窪
ろ
募
働
立
法
と
肚
會
妻
妾
と
の
間
に
隔
積
極
的
欄
係
ど
し
℃
撃
墜
立
油
の
磯
蒼
よ
つ
て
、
批
智
嚢
あ
美
促
進
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
て
い
る
と
い
う
面
が
認
め
説
る
。
レ
か
ル
そ
れ
と
と
も
に
池
素
点
警
蔓
立
博
覧
三
蓋
會
受
認
塔
管
巻
潔
て
窯

．い

�
l
羅
的
な
關
係
義
わ
轟
く
蕩
で
あ
る
．
蕎
問
孝
思
恩
讐
が
爾
簸
て
㌻
、
冬
至
壌
肇
積
極
ゆ

的
改
善
を
主
た
る
問
懸
と
㍗
た
の
に
難
し
て
？
後
者
が
螢
働
奢
ば
か
カ
で
な
属
一
般
無
産
者
の
、
困
窮
し
た
生
活
状
態
に
樹
す
る
救
護
回
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．
　
　
　
　
　
．
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病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
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A
　
　
　
　
護
研
舞
七
七
馨
盛
．
　
　
・
㍉
　
　
　
　
　
’
』
δ
八

　
〔
　
　
ザ
　
　
　
法
を
問
題
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
要
ナ
る
に
勢
働
立
法
は
生
産
的
勢
働
者
の
就
會
的
要
求
に
評
す
る
も
め
で
あ
る
の
に
堅
し
で
、
瓶
會
事

　
　
　
　
　
　
　
　
舳
業
立
法
は
生
産
關
係
か
ら
遊
離
し
た
一
般
顧
會
入
を
、
救
護
の
封
象
乏
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
霞
別
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
立
法
は
勢
働
關
係
を
前
提
と
し
て
い
る
意
味
で
、
榮
働
契
約
が
そ
の
葛
溜
黙
に
な
る
冷
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
帥
労
資
揃
當
事
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
私
的
合
意
に
も
と
す
ぐ
も
の
と
し
て
、
昆
事
法
的
關
係
で
あ
る
。
ζ
の
勢
働
關
係
の
壁
際
に
現
わ
れ
た
待
遇
上
の
弊
害
を
取
り
除
ぎ
、
そ

寧
　
　
　
　
　
　
の
改
善
を
は
か
っ
て
勢
働
者
の
地
位
の
向
出
を
貝
器
話
す
る
の
が
勢
働
立
法
で
あ
る
。
そ
の
経
済
的
な
作
用
と
し
て
は
魁
禽
的
勢
働
の
保

濯
　
　
、
薯
あ
り
、
肇
合
理
化
の
器
霧
働
力
の
質
曲
蕪
を
聴
す
る
も
の
で
薯
。
こ
れ
を
國
家
奪
華
華
と
し
遵
う
と
ご
ろ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
榮
働
立
法
が
焚
達
し
た
の
で
あ
る
。
勢
働
團
体
に
瀾
す
る
立
法
と
い
え
ど
も
、
勢
資
の
實
力
葡
封
抗
に
よ
つ
で
無
理
す
る
場
面
を
隔
三
家

　
　
　
　
　
　
　
　
が
調
整
す
柔
め
に
介
入
し
釜
誘
措
置
と
認
あ
ら
れ
・
各
叢
る
。
そ
乏
は
馨
の
私
的
、
民
講
墨
黒
饗
し
て
國
家
の
立

　
　
p
－
　
　
労
就
會
事
業
が
灘
北
す
歪
な
、
漕
講
に
潜
函
行
爲
か
姦
芒
た
私
盛
業
が
、
無
難
的
責
任
簿
い
議
三
冠
問
題

　　

@　

@　

@　
p
謬
ね
援
ら
奮
と
こ
ろ
に
、
↑
繋
り
公
儀
落
し
て
彊
と
彦
に
書
慣
れ
る
。
ま
憲
設
毒
と
讐
畢
立
拳
の
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や

　
　
　
　
　
　
　
　
關
係
を
見
れ
ば
、
冠
設
事
業
に
お
け
る
私
的
嚢
意
を
零
重
す
る
面
が
失
わ
れ
て
お
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
す
べ
て
を
國
家
的
施
談
と

り
φ

駄

’
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?
ぜ
謄
講
寒
熱
．
三
毛

、

擁
繍
叢
叢
鱗
護
難
聴
、
弊
㌶
遜
．
蝿
、
、
メ
・
攣

．
．
譜
写
．
，
勲
、
娠
旨
、
，
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論
い
灘
酒
嬢

欝
鵜
磯
灘
喚
艶
ハ
唐
＝
　
　
職
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か
ら
、
そ
こ
に
私
的
生
活
關
係
の
自
治
と
い
う
近
代
私
法
の
原
理
と
の
調
整
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
就
會
事
業
を
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肚
會
改
良
的
計
書
に
も
ど
ず
い
て
合
理
的
に
途
行
ず
る
に
あ
た
っ
て
は
、
私
法
的
椹
利
義
務
關
係
に
て
い
し
ょ
く
す
る
場
面
を
三
下
す
る

　
　
　
　
た
め
に
、
と
れ
に
封
ず
る
國
家
的
干
渉
と
し
て
肚
會
事
業
立
法
が
必
要
に
な
る
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
事
業
主
体
に
試
す
る
基
準
を
か
か
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け
て
組
織
上
の
統
制
を
お
こ
な
い
、
募
金
行
爲
や
事
業
財
産
の
盧
分
に
つ
い
て
制
限
ま
た
は
監
督
す
る
。
救
護
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上
や
、
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保
護
の
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に
お
い
て
な
、
家
族
附
法
扶
養
義
務
や
、
晶
晶
者
の
監
護
義
務
に
難
し
て
豊
幡
的
責
任
左
重
く
認
め
、
國
家
的
機
關
が
關
卜
す
る
場
合
も
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あ
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。
生
業
や
生
活
保
護
と
事
忌
し
て
所
有
椹
や
取
引
行
爲
の
私
法
的
自
由
に
制
限
を
加
え
る
規
定
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
就
會
立
法
と
歓
三
法
思
想
と
の
關
連
を
考
え
る
に
つ
い
て
は
、
お
の
つ
か
ら
ご
つ
の
方
面
に
そ
の
塾
と
ぐ
ち
を
見
出
す
の
で
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あ
る
。
一
つ
は
勢
働
立
法
を
中
心
と
し
た
廣
い
意
味
の
枇
會
立
法
を
考
え
て
、
そ
の
中
に
お
け
る
長
先
立
法
相
互
の
關
係
を
と
ら
え
、
か

　
　
　
　
つ
と
れ
．
に
共
通
な
要
素
を
見
出
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
滋
會
法
と
名
づ
け
る
特
色
が
認
め
ら
れ
る
ご
と
に
な
る
。
も
う
↓
つ
は

　
　
　
　
肚
會
立
法
と
凝
せ
ら
れ
る
も
の
を
綜
合
的
に
見
て
、
そ
れ
の
雑
著
法
秩
序
の
申
に
お
い
て
持
っ
て
い
る
地
位
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
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つ
ま
レ
総
量
立
法
が
在
來
の
法
秩
序
と
異
な
る
特
色
を
示
し
て
い
る
と
ご
ろ
に
、
激
會
法
思
想
の
理
論
的
内
容
を
形
成
す
る
も
の
を
捉
え

　
　
　
　
る
こ
と
で
あ
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電
立
法
お
よ
幽
就
會
事
業
立
法
を
含
む
虚
業
立
法
一
般
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
て
に
本
來
の
私
法
關
係
に
甥
す
る
塁
壁
的
統
制
と
し

　
　
　
　
て
の
肚
會
化
が
行
わ
れ
、
私
法
の
公
法
化
現
象
を
欝
欝
に
し
て
い
る
面
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
鴨
そ
の
杜
會
的
統
制
の
目
標
序
す
る
と
こ

　
　
　
　
ろ
を
、
立
法
の
精
紳
あ
る
い
は
基
本
政
策
と
し
て
か
か
け
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
就
會
問
題
の
塵
理
改
革
の
た
め
の
共
同
幅
証
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の
理
念
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
質
を
在
学
の
法
秩
序
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
℃
れ
を
批
判
修
正
し
て
廻
し
い
法
秩
序
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三
法
の
思
想
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會
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法
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獲
展
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研
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第
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七
巷
合
併
號
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炉
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ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
護
展
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
就
會
法
の
思
想
と
し
て
、
・
在
野
の
墨
入
法
思
想
と
封
立
す
る
も
の
を
構
想
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
肚
會
法
思
想
を
個
人
主
義
的
法
の
基
づ
く
平
等
の
思
想
に

　
　
　
　
　
　
　
　
野
比
し
τ
均
気
慰
で
多
る
と
し
、
蓑
蛾
・
霧
的
入
格
概
念
の
背
奮
奮
網
倉
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の
讐
・
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ま
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済
鋸
隻
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ち
か
に
し
ズ
、
悪
澄
の
正
義
よ
り
も
分
配
の
正
義
の
優
位
を
認
め
、
當
謝
者
た
る
私
署
の
背
後
に
第
一
ご
者
及
び
主
た
る
當
事
者
と
し
て
、

∵
　
　
祇
會
や
國
家
が
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、
時
に
は
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が
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摘
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の
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の
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を
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噂
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